ゴーリキイの初期創作における語り手の形象について by 松本 忠司 & Matsumoto Chuji
(49)
ゴー リキ イの初期創作 におけ る
語 り手 の形象 について
(自伝的主人公の問題1)
松 本 忠 司
ゴー リキイの全創作において,作 家の自伝的主人公の形象が占める比重は
きわめて大 きい。 ゴーリキイ文学 の 最高の達成 と思われる 自伝小説三部作
(『幼年時代』,『人々のなか』,『私の大学』)の主人公はもとより,作家 の 最
初の作品か らは じまって,そ の創作活動のほとんど全期間にわたって登場す
る一人称に よる主人公 もまた,ゴ ーリキイの自伝的要素を濃厚に帯び,彼 の
創造 と生活の発達過程の個々の段階を示す形象 としてわれわれの関心を よび
起すのである。この 「私」なる人物の経歴 と体験には作者の伝記的特徴が反
映 され,彼 を通 して事件が報告され,登 場人物が紹介 されその生活が意味づ
け られ,作 者の思想がより直戴に述べ られる。 しか し,こ の語 り手 の 個性
は,単 に自伝的な意義を もっているばか りでな く,同時に芸術的な意義,つ
まり独立 した一般化 された ものとしての,形 象 としての意義を否定す るもの
でない。ゴーリキイが作品に 「私」をひき入れ るのは,回 想にふけるためで
はない,た とえば回想録の作者の ように自分の生活を読者に紹介 しようとす
るためではな く,作中の登場人物たちの発言や行動を通 しては,決 して与え
ることのできぬ ものを描 くためであ り,新 しい人間のタイプを示すためであ
る。ゴーリキイの作品が多 くの場合,作 品のなかで具体的に描かれている世
界よ りはるかに大 きな世界をわれわれに感 じさせ るのは,語 り手が諸々の形
象を補足 し,諸 々の形象の背景を暗示するか らで もある。そ うした意味で,
語 り手 としての自伝的主人公の形象は・芸術手法における狸創的な,狸 自な
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形象である。そ してこの形象は,作 家の伝記的要素を外面的ぼか りでな く,
「内面的」にも照応する。主人公の精神的発達の過程のなかには,と くに初
期創作において,ゴ ーリキイの80年代～90年代の世界観形成の過程の反映が
直接的に流露 されている。 このよ うな観点か ら語 り手の意義を考察 しようと
するのが,本 稿の課題である。
本稿は,今 回において90年代創作を対象とし,次 回において1917年を境界
とする二つの自伝的系列 「ルーシについて」および 「インテ リゲソツイヤの
なかで」の構想における一連の作品を とり扱 う予定である。
※ ※ ※
ゴー リキイの最も初期の創作に属する一連の短編小説において,語 り手 と
しての 自伝的主人公は,漂 泊の遍歴者 として登場する。世帯道具のが らくた
を詰めた雑嚢を肩にかけ,継 ぎはぎの ポロ服をまとい,長 身で,や や猫背
の,少 々不愛想な顔付きをしたこの青年は,外 見的特徴か らいえぽ,遍 歴の
途次に彼が出会 うところの浮浪人たちの多 くとさして異なるところがない。
しか し,こ れ らの浮浪人たち と異な り,語 り手が遍歴の道を歩むのは,運 命
の気紛れや偶然の意志によって この道へ掃 きよせ られたのではな く,彼 自身
の意識的選択による。 ロシヤを知 りたい,広 大な ロシヤの生活実態をつぶ さ
に 自分の眼で確かめたいとい う希求が,彼 を して この道を選ぽせた。そ して
この希求は,広 大なロシヤのいず こかに存在するに違いない,灰 色の,よ ど
くリ コ
んだ奴隷的世界を改造するための 「巨大な,積 極的力」(1,479)を発 見
し,そ うした力を自分のなかに吸収 して育 くもうとい う意図 とかた く結び付
いている。このように,そ の最初か ら,語 り手は生活の単なる観察者 として
ではな く,知識慾の旺盛な,目 的意識的な生活の探求者 として登場する。 こ
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の ことが,そ の外見的近似性 に もかかわ らず,語 り手 を周囲の人 々か らきわ
立 たせ,あ る大 きな,独 自な印象を よび起すのであ る。 しか し,彼 もまた奴
隷の世界 で生い育 ち,こ の世界 に深 く根 をおろす先入見か らまだ完全には 自
由であ りえない。語 り手 自身が これを意 識 し,こ れ と闘 って きた。そ して,
改めて 「自己を発見す る」ために,「 人 々のなか」をめ ぐり歩 くのである。
語 り手 が出会 うのは どの よ うな人 々か。 「人 々のなか」で彼 は何 を見,知
るか。以下,語 り手の行程を眺 めてみ よ う。
処女作 『マ カール ・チ ュー ドラ』(1892)において,語 り手 は ジプシーの
老 人 と,そ の娘の美 しいノ ソカを知 る。 ジプ シーたちの歌 う古謡 を聞 き,彼
らの見 聞に注意を こめて耳を傾 けなが ら,語 り手は,ジ プシーの語 る物語の
内容 に対す る独 自の結論 と見解を 自分の もとに留保 してい る。多 くの点で語
り手 の見解は マカールの見解に対立す る。彼は老 ジプシーのペ シ ミズムを受
入れ ることはで きない し,彼 の遍歴 は 「生活の ための気 苦労 」を怖れ た り,
自分 の憂愁 を旅の空で吹 き消す ためで もない。だか ら,「 歩 いて,見 て,と
っ くり見 た ら,横 にな って死ぬ だ よ それ まで よ!」(1,9)と い うマカ
ールの言葉 に彼は反 対 しなけれ ばな らない。 「おたがいに習 った り,教 えた
りす る」,つ ま り,生 活の本当 の意味 を知 るために人 々 が 互 いに助け 合い,
なんのために生 きるのか,ど の よ うに生 きねぽ な らぬか とい う問題 に答える
こと これが彼 の遍歴 の理由であ る。マカ ールは語 り手 の探求が成功す る
とは信 じない。 「おたがいに習 った り,教 えた りすゐ と,い うのか い?だ
すべ
が,お まえは,人 を幸福 にす る術 を習 うことがで きるかい?い や,で きや
しね え よ」(LIO)
つづ く記録小説 『エ メ リヤ ン ・ピ リャーイ』(1893)では,作 者 は 語 り手
を よ り広い場に連れ 出 し,こ の作品 で初 めてマ クシムとい う固有 名を語 り手
に与 えている。彼 は別の社 会層 のなかにあ り,彼 の話 し相手は浮浪人 ピ リャ
ーイであ る。 以前 と同様,マ クシムが所有す る ものは,自 分 の労 働に耐 え う
る両 手 のほかには何 もない。商港 オデ ッサで仕事 を見 つけ ることに望みを断
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たれた彼 は,エ メ リヤ ソとともに,「製塩所」 に行 くことを 決心す る。 エ メ
リヤ ンは,「製塩所」の労 働 の 懲役 に 等 しい性格 につ いて,苛 酷 な 労 働 の
搾取 につ いて,こ う説明す る。 「俺 たちは まず塩場 の支配人 の旦那の とこへ
行 って,で きるだけ うや うや し くこ う言わ な きゃなんね え 『お情 けぶか
い旦那 さま,尊 敬 すべ き掻 っば らいの吸血 鬼さま,わ しらは この とお り,こ
のわ しらの生皮 を 引っべが して いただ くために,こ こにやって まい りや し
た。一昼夜60カペイカで,こ いつを剥 いで いただ くわけに ゃいかね えで ごぜ
や しょ うか!』 となあ。それか ら,そ のあ とは ……」(1,87)
マ クシムは,も っ と安 易な世渡 りを望 む ピ リヤ ーイの提 案を斥け る。彼 は
重労働を怖れず,む しろ進 んで 自分を錬磨す る機会を選 ぽ うとす る。環境 に
対す る彼 の 見解 の 明 るさは彼 に とって生来的 な ものであ る。 しか し,エ メ
リヤ ソは,マ クシムの オプチ ミズ ムが 「書物的」性格 を帯 び,ま だ実生活 の
諸 原理 に よって検証 され た ものでない ことを正確に知覚 し,そ の点で仲間 を
非 難す るのである。二人 の見解の最初 の衝突 は,百 姓に関す る対話において
生ず る。 マ クシムは貧 困な,凶 作に苦 しむ ロシヤの農民 を,エ メ リヤ ソの攻
撃か ら防禦す ることに成功 した。彼 は 「凶作 がない」 「よそ の国」 の農民の
生活について も説明す ることが で きる。 しか し,ロ シヤの百姓 に重苦 しい生
活か らの出 口を示 してや ることは,彼 にはで きない。第二 の衝 突は,対 人関
係におけ る同情 と残酷 の権利に関す る意見 の対立 である。 「誰 だ って他 人の
生命を犠牲 に して 幸福 にな る 権利は ない」(1,90)と,断 乎 と して主張す
るマ クシムに対 し,エ メ リヤ ンは冷笑に よって応 じ,生 活 自体が創 り出 して
い る もののすべ てが,い かに マ クシムの確信に矛盾す るか を示 し,独 特 の言
い まわ しで,搾 取 的社会 の 基本 的な 「権利」を明 らか にす る。 「《権利 さ!
これ こそ権利 とい うもんだ よ!》 私 の鼻 さきに,エ メ リヤ ソの威圧 的な,ご
つ ごつ した拳が突 きだ された。 《誰 だ ってみ んな ただ方法が ちが うだけ
で,い つ もこの権利に 従が って 暮 らしてい るんだ。 や っぱ り,こ の権利 さ
あ!… …》」(前同)
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生活 のすべてが人間を窮 地に追 い こみ,彼 のなかに増 しみの感情 を揺すぶ
り起 し,彼 を死 の脅威に よって襲 うな らば,人 間は どのよ うな手段 に よって
で も,自 分 を護る権利があ るのか?エ メ リヤ ンは,然 り,と 答 え る。 こ
うした類 の問答において,マ クシムの対話者か ら与 え られ る回答 の多 くは,
浮浪 人 の もとで も,農 民 や半失業的 な渡 り労 働者たち のもとで も,同 じよ う
に宿命的に暗 く,絶 望的 に陰惨で ある。そ して,人 々を支配す るペ シミズム
は,生 活 の単調 と倦怠か ら,人 々の心 のなかに他人の不幸 を喜 び期 待す る悪
意 を育 てる。 こ うした悪意 を,マ クシムは文字 どお り自分 の肌 で体験 しなけ
れぽな らなか った。 短編 小説 『塩の上 で』(1893)において,製 塩所 で働 く
語 り手は,塩 を満載 した手押一輪車に手 をかけた とき,労 働者仲間 の誰かが
故意に,斧 で刻みつけ,と げ立 たせ た把手 のために掌の皮 を擦 りむ 『く。激痛
に耐えかね る彼 に対 して,嘲 笑が襲いかか る。 「賊声が,咲 笑が,口 笛が四
方八方か ら私の顔 をめがけ て,飛 びかか って きた。到 るところに,憎 々しげ
な,勝 ち誇 った した り顔 を私は見た。石積 み場か ら石工 の嘲け る よ うな罵声
が飛んで きたが,誰 ひ と りそれには注意を 向けなか った み んなが私 の こ
とにかか りきっていた」(1,IO6)以前 の作 品でエ メ リヤ ソ ・ピ リャ ・ーイが
語 った よ りも,は るか に 苛 酷 な重労 働に耐え,そ の生活感覚か らすれば語 り
手 に とって親近 な人 々との出会いは,こ の人 々を幸福 な人 々として見 よ うと
す る語 り手 の期 待が どんなに強か ろ うと も,そ れ は大 きな苦痛 を よび起 す も
ので しか ない ことを語 り手に示 した。
マ クシムが辿 る 「生活学校課程」 の最 も.暗い 部分で ある浮浪 人 「哲学」
を,全 面的かつ典型的に明 らか にす るのは記録小説 『二 人 の浮浪 人』(1894)
であ る。
マ クシムが マ ース ロフとスチエパ ソを初 めて見 たのは,セ ヴ ァス トーポ リ
の土木 請負師 の もとへ,仕 事 を頼み に行 った ときで あった。二人の存在は,
そ の向 うみず の横柄 さに よって,「 ロシヤか ら来た磯えた連中」一 凶作 に
追 いたて られ,す く・に も 「他人の意思 に服従す る」(1,391)用意 のあ る,
(54) 人 文 研 究 第三十二輯
悲 しげ な表情 の人 々のあいだで,ひ ときわ 目立 っていた。仕事 にあぶれ た こ
とか ら,語 り手 は この浮浪人 たち と知己にな り,パ ソを,銭 を分け合 う仲に
なった。彼は新 しい知人 たちの言葉 の一つひ とつに興味をそ そ られ て,彼 ら
に注意 を向け,彼 らと熱心に論争 し,多 くの ことを学 び取 り,自 分 で も教 え
よ うとす る。
マ 朔ス ロフは無 口だが,ス チ ョーボ クの方は能弁で,マ クシムにたえ まな
く論争 を もちかけ,こ の論争 を通 じて二人 の 世界 観の対立 が 明 らか に され
る。す こし黙 らないか とい うマ ース ロフの言葉 に,か え って火に油 をそそが
れ た態 のスチ ・一ボ クは言 う。 「俺が悪 い ことで もしゃべ ったか い?な ん
に もさ。 この マ クシムはほ ざ くんだ……人間は 自分の心を大事 に しなき ゃな
らね え,と な……つ まり,仕 込む んだ とよ……それが ど うなんだ?だ が,
俺 は言 うんだ 人間にはそ んな ことは ど うで もいい。人間は羽根み たいな
もんだ。風が吹 く方へ飛 んでゆ く。それで ど うなるって?ど うもこ うもね
え一 なんで もかんで も唾 ひ っかけ ろ!く よ くよ しねえで,陽 気に飛 び廻
るに越 した ことはね え。何を くよ くよ考 える ことがあ る?ど う生 きよ うと
くたぽ るの さ。 しか も,く たば るのが いつかは,わ か りゃしねえ一 今
す ぐか も知れね え,明 日か も知 れねえ。お役所 だってそいつ をお まえに知 ら
せ ち ゃ くれ まいて」(1,398)
マ クシムはスチ ・一ボ クの見解には同意 しないが,し か し,ス チ ・一ボ ク
の よ うな人 々に別の考 え方はで きない ことを理解 している。彼 らは 「滅亡 を
運命づけ られた人 々」 だ。スチ ョーボ クとマース ロブが畷野 を行 きなが ら歌
を うた うとき,そ の歌声は マ クシムの心を しめつけ,「 滅 びかけてい る者 の
姿 を,そ の望 みな き 愁訴 と坤吟 とを,消 えか ける エネルギーの 最後の燃焼
を」彷彿た らしめ る。彼は マ ース 目フの顔 を じっと見つ めて,感 じた。 「彼
しつとき
(マース ロフ)は この 一時の あいだに,自 分の憂愁を声 のか ぎ り歌 って,ほ
とん ど自分のための供養 を しているのだ った」(1,400)
2度 目に マ クシムが マース ロフとスチ ョーボ クに 出会ったのは,彼 が クバ
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ンの コザ ック村 で,富 農の打 穀場で働いていた ときである。 マース ロフ も打
穀場に雇 われ ることになったが,ま もな く,彼 の驚嘆すべ き労 働能力につい
ての噂が近隣 の村 々に ひび き渡 った。 浮浪 人が か くも労 働 に 熱中す る原 因
に,マ クシムは関心を抱 く。 マース ロフの熱情は,機 械に対す る極端 な憎 悪
に よって,機 械 を 「黙 らせ る」 とい う願望 に よって喚起 され た ものの よ うに
見 え る。彼の機械に対す る憎 悪は,彼 が トマ ーシ ェヴ ォの織 物工場 で働いた
とき以来 の ものであ る。 マース ロフは こ う回想す る。 「ぐる りと回って,ク
ル クル転 が り,バ タ ンバ タンと音 をたてて……そ して,な んで も自分でや っ
て しま う。 ところが,人 間はそ いつのそば であっけ らか ん としてやが る……
こっ恥 じか しいわ な!ほ んのち ょい と一 ジー!バ ッタ ソ!そ れで一
丁 あが りと くる!人 間が いたのに,切 れ っば しだけが残 った……俺はそ い
つ を,い や とい うほ ど見 たぜ ./……そ して な,肝 心な ことは,そ いつのおか
げで,こ ち と らまで獣になっち ま うとい うことさ!」(1,404)
やがて,マ ース ロフ自身が,人 間を 「切 れ っぽ し」 に変 え る機械 の暴力に
襲われ る。打 穀機 の シリンダーに捲 きこまれて,彼 は脱疸に な り,死 んだ。
それか ら一年 たって,語 り手は アス トラハ ンの街頭 で,偶 然 スチ ・一ボ ク
に 出会 う。マ クシムはす でに 以前 の放浪の青年 ではな くて,頭 か ら足の さき
まで,何 もか も新調づ くめの,「 きわめて文化 的なス タイル」で,黒 眼鏡 を
かけ た紳 士であ る。最初 の うち,ス チ ョーボ クは奇遇 を単純 に よろ こぶが,
やが て彼 ほ マ クシムを冷笑の なかに侮辱,憎 悪 を こめて見つ めは じめる。か
つ ての道 つれが何 のために,ど うい う理由で彼 に敵意 を示す のか,マ クシム
には理解で きない。居 酒屋で の二人 の対話は興味 ぶか い。 「ど うや って金持
にな ったか」 とい うスチ ョーボ クの問いに語 り手が答 えた とき,相 手 は憤然
として彼 に非難 を浴 びせ る。
「《な あ一る!… …つ ま り……なんだ な?お め えは 心 底か らの 浮浪人 じ
ゃなか った ……つ まり,好 奇心 と い うわけだ な?… …》 《まあ,そ うだが
……》 《おめ え とい う奴は?や っぱ り好奇 心か。 で,今 は もとへ 帰 った
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……気に入 らなか ったのか?う まい ことや りやが る!》 《わ た しは もっ と
歩 いてみた い よ……》 《ふ 一ん……わか んね えな……す るてえ と,お まえは
ただ……歩 き廻 ってみて,そ してそれだけか い?… …》 《そ りゃ,ど うい う
ことだね?》 《いや,別 に ど うって ことはねえ……俺 はつ ま り……》彼 は 口
あ て
髭をひね った。 《なん とい う目的 もな しに,つ ま り……歩 いてみ て,家 に帰
る とい うわけけ?暖 炉 のぞぽに よ?… …》 《いや,目 的はあ った。知 りた
か ったのだ よ,人 間 て ど うい うものか ……》 《なんのためにだ?》 《知 るた
めにだ よ》 《そ うか ねえ!… …ほかには何に もないのか?た だ見て,そ れ
で終 りか い?》 《書 くとい うこと もあ るね……新 聞に》」(1,415)マ クシ
ムが彼 らの生活を,「 人 々に知 らせ るために」書 くつ も りで いる と知 って,
スチ ・一ボ クの憤激は極 みに達す る。「そ,そ いつ は とんで もね え卑 劣だ!」
と叫んで,彼 は別れ も告げずに,表 へ飛 び出す。そ して,窓 越 しに マ クシム
に訊ね る。「《ところで,お めえ,好 奇 心か ら汚水溜に とび こんでみねえか?
え?》 《いや》 《惜 しいな!… …俺 が おめえに手伝 ってや るのに!一 番深
い ところへ突 っ こんでや ったのに!》」(1,416)
スチ ・一ボ クの不可解 な行為 と憤激 の言葉は,マ クシムの心を深部におい
て揺す ぶ った。彼は ひ と りテーブルに残 って,浮 浪人が なぜ彼 を非難 したの
か,そ の非難は正 しいのか ど うなのか と沈思す る。
語 り手が 以前に知 って いた人 々は,灰 色の生活 の重圧 に押 しひ しげ られ,
そ の人間的 なすべてを削 り取 られつつ,そ れで もなお,今 よりは良い生活 を
期待 し希求す る気持を失 ってはいなか った。そ して,こ の気持 が人 々を突 き'
動か して,時 には,人 間を圧 しつ ぶす カへ の抗議 となって燃 えたたす ことも
あった。 しか し,個 々の人 々に よって表現 され る孤立的,散 発 的な闘 いは,
乞食の リ・一 リャや不幸 なパ ーヴ ヱルの よ うな ゴー リキイの主 人公 たちの運
命に おいて見 る よ うに,常 に一 方的 に,抗 議す る個性 の敗北 に よって終 るの
であった。だが敗北 した とはいえ,人 々のなかに,善 と光明を希求 し,悪 を
憎み不正 に抗議す る力が完全 には死滅 していないのな ら,そ れ に正 しい方向
ゴーリキイの初期創作における語 り手の形象について (57)
を示 さなけれ ばな らぬ これが ゴー リキイの語 り手の基本的課題 であ り,
これに回答を見 出す ために,広 大な ロシヤを彼は放浪の旅 を歩 まねば な らぬ
のだ ……。 しか し,放 浪 の途次 に出会 う人 々はちが っていた。 スチ ョーボ ク
は,赦 浪 こそが 生の 目的であ ると断言す る。ポ ロをゆすぶ りなが ら,一 片の
パ ンと一杯 の ウオ ッ トカ代 のほかは何ひ とつ欲 しない と,彼 は うそ ぶ くので
あ る。浮浪人 一 それは60CflK(跣足の人),6ponera(さまよい歩 く人),maTyH
(ぶらぶらする人),060pBaHe叫(ポロをまとった人),80noToPoTell(すべてをかっさ
らう者)と よばれ,6HBmvaemroAva(かつて人間であった人々),xmAKo6peqeHHHe
(破滅に運命づけられた人々)と 特徴づけ られ る。 かつてそ こに生きた社会生活
の場か ら浮浪生活 へ とすべ り落 ちた と同時に,彼 らの うちな る人間的 な もの
のすべてが,そ の最後 の閃光 さえ も消えて しまったのだ ろ うか?そ れ な ら
ば,ど うして,彼 らは人間の個性 を奪い,同 一 の従順な家畜に変 え よ うとす
る不正な社会生活 の秩序 をか くも軽蔑 し,秩 序 の 束縛 の 外にあ ることを誇
り,そ して 自分の苦難 につ いては毅然 と して沈黙 を守 ることがで きるのか?
マース ロフ と スチ ョーボ クは,自 分の状態に対 す る 不満 も苦情 も訴 えない
し,マ クシムの願望 の 実現 のために役立つ 何 もの も与 えない。 それ どころ
か,マ クシムの悲願 の実現が無意味であ ることを証 明 して,彼 の確信 を突 き
くずそ うとす るか に見 える。 スチ コーポ クの 言葉 を信ず るな らば,人 々はた
しかに不幸 ではあ るけれ ど,幸 福にな る ことを望 んでいないのだ。そ うであ
るな らぽ,マ クシムは遍歴 に よって何を得 ることが できるのか。
「わ た しの道つれ』(1894)は,語り手 の遍歴 における一つ の転機を示 し,
語 り手 が懐 いていた人 々につ いて,そ の幸福に関す る見解 につ いての観念に
おけ る重要な修正 を物語 るもの として興味ぶか い。
オデ ッサの港湾 で働いていた とき,マ クシムは,グ ル ジヤ公爵 を 自称す る
シャクロ ・プ ターゼ と知 り合 う。異境 の空の下で,不 幸な境 遇に落 ち込 んだ
シ ャクロに同情 して,彼 を故郷のチ フ リス まで送 りとどけ ることをマ クシム
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は決心 した。 しか し,マ クシム の 善意は裏切 られ,彼 は シ ャクロの ために
ほ とん ど身 ぐるみ剥が され た上,異 境 の空の下にひ と り置 きざ りに され る。
《サマーラ新聞》 に発表 され た短編の初版では,ゴ ー リキ イは この物語を次
の よ うにむす んだ。 「そ して今,あ らゆ る人 に心か らおすす め しよ う。彼 の
よ うな,こ の シャクロ公爵 の よ うな 堅固 な 魂を もった存在 と2～3ヵ 月ほ
ど,ぴ った り寄 り添 って,す ご して ご らんな さい,と 。心か らおすす め しま
　　ラ
す よ,そ れは とて も教 訓的だか ら!」
1899年,作品集 『記録小説 と短編』第3巻 に この短編を入れ るさい,ゴ ー
リキイは物語 のむす びを一層 アイ ロニーの濃厚な,一 層意味深 い言葉に改 め
た。
「私はそれ 以来,こ の男に一 私 のほ とん ど4ヵ 月にわ たる生活の道つれ
に一度 も出会わ なか った。 だが私は しば しば彼 の ことを,な つか しい感 じと
朗 らか な笑いを もって思 い出す 。
彼 は私に多 くの ことを教 えて くれ た。そ れ らは賢者 たちの部厚 な書物の な
　 　 　 　 　 　 　
か で も決 して見出す ことので きない ものであ る。なぜな ら,生 活 の知恵はい
つ も人 々の知 恵 よ りも深 く,か つ広いか らだ」(1,446,傍点筆者)
この作者に よる改訂文 は,語 り手の形 象を解明す るために きわ めて重要 な
意味を もつ と考 え られ る。 この短 い言葉 のなか に,抽 象的 な警句の外見の蔭
に,語 り手 の これ までの精神発達の全行程 と,き わ めて 現実的 かつ 具 体的
な,社 会的歴 史的内容が秘め られてい る。
80年代～90年代初頭 の ロシヤの時代的性格 を一言 で規定す る とすれば,ブ
ルジ ・ア ・デモ クラシーの革命性はすでに死 に瀕 していて,一一方,社 会主義
的 プ ロ レタ リアー トの革命性 は まだ揺藍の うちにあった。80年代 ロシヤの重
苦 しい社会的雰 囲気 は,ア レクサ ソ ドル2世 暗殺 を契機 として始め られた支
配上層 の側か らの苛酷な政治反動に よってばか りではな く,大 きな程度にお
(2)《CaMapcKafira3eTa》N藁267・31AeKa6pH・BKH・ レ1・rpy3刀eBa《ropbKva亜
HerOBpeM∬ ・》,ハ ノ1.1962
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いて,70年代人の理性 と良心の旗幟であった人民主義思想の革命性の喪失,
衰頽,変 質,そ して自由主義的再生に よって,さ らに また,さ まざまな色調
の差異があるにせ よ結局は既存体制との和解(よ り正確には一 屈服)へ と
導 く新 しい理論 ・教義(ト ルス トイ主義,《小 さい事業》の理論)の 出現 に
、
よって,い っそ う濃厚に形成 された。
『私の大学』,『コロレンコ時代』など,1920年代に書かれた一連の回想的
文学のなかで,ゴ ー リキイは,80年代インテリゲ ンツ イヤの思想的凋落の特
質を鮮明に浮彫 りした。若 きゴーリキイに とって,人 民 と知識層の断層の深
化が,一 時的にせ よ,彼 を して生の絶望へと駆 りたてたほ ど深刻かつ劇的な
衝撃であったことは注 目しなければならない。それは人民の事業に公然 と背
を向けた人 々ぼか りでな く,生活を遊離 し,ユ ー トピア的書斎的信仰の世界
に逃避 した,そ れはそれな りに,主 観的には,誠 実であ り良心的で もあった
同時代の知識人たちの連帯責任で もあった。人民の実態を知 らぬ 「人民愛好
者」,f眼鏡や鼻眼鏡をかけ,ズ ボソを長靴の上に穿 き,種 々様々の上衣を着
て,書 物か ら借 りてきた言葉の単調に斑 らなマソ トをつけたこれ らの近視眼
の読書人たち」(XV,81)の行状の悲喜劇的光景は,と りわけゴー リキイの
心を圧迫 したのであった。
しか し,社 会的沈滞期 といわれる,ほ かならぬ この80年代に,や がて90年
代において巨大な奔流 となって激動す る解放運動の新段階一 《大衆 自身の
運動》の端緒を意味す る,隠 れた変革が始 まっている。発生 したばか りの,
まだ社会生活の表面には浮かび上が らなかった変革の諸過程を,先 進的な同
時代人は,ま だ社会的本質として把握す ることはできなかったが,現 在のな
かに未来の繭芽を見,生 活刷新の 「嵐」の接近 と不可避性を意識することが
できた。 ロシヤ ・イソテ リゲ ソツ イヤの悲劇を最も完壁に映 しだ したチ ェー
ホブの創作において,生 活更新の主題は,年 とともに,静 か ら動へ,予 感か
ら未来像へ と発展しなが ら,執拗に,き び しく繰返された。80年代か ら90年
代初頭にかけて,「限 りな く明るい未来」の前進の予見 は シエルグーノブの
(60) 人 文 研 究 第三十二輯
社会評論のなかに力強 くひび き,「ロシヤ生活概観』のむすびの言葉は,「80
年代人」の変質 した世代のために臨終の祈禧歌を うた う時が きた,と 宣言す
る。
若きゴー リキイにおいて,こ うした時代特徴はまず第一に,作 家の ロマソ
チ ック伝説に反映された。 しかし,新 しきものの特徴は作家の初期創作にお
いて ロマソチ ック形式ぽか りでな く,語 り手 としての自伝的主人公の具体的
な,リ ア リスチ ックな形象において映 し出された。語 り手の生活探求の内的
過程の各々の段階は,知識人集団に よる人民主義運動か ら「大衆 自身の運動」
への移行を準備する,こ の時代の ロシヤ社会生活における根本的な変動を間
接的に反映するものであった。ゴーリキイの主人公の生活行程は,明 らかな
個人的独 自性を有 しなが らも,そ の主要な傾向性において歴史の進行その も
のを反映 している。 「驚嘆すべ くすば らしい」未来を夢想するチエーホフの
主人公たちが,未 来に対する作家の一般的理念を反映 しているとすれぽ,ゴ
ー リキイのマクシムとその生活行程のなかには,生 活 自体の客観的変化が肉
づけ られているといえよう。マクシム自身が この変化の進行過程の一部なの
である。
しか し,マ クシムの活動にはいちぢるしい内的矛盾が存在する。彼の崇高
な課題の実現にとって障害 となるのは,生 活の重圧 と人 々の無知ぽか りでな
く,人 々の知性を啓発 しようとする,ほ かならぬマクシム自身の知性 でもあ
るのだ。彼の知性には作 りものめいた,非 現実的な,空 想的なものの痕跡が
あ らわであ り,生 きた現実はたえず彼の博識を嘲笑す る。 「学者にしてパ リ
サイの徒」一 語 り手について作中人物の一人は冗談にそ う言った(『コノヴ
ァーロフ』)。「そ ういったこたあ本のなかにちゃんと書いてあらあ」一 こう
言って,エ メリヤソ ・ピ リャーイは語 り手の発言を一蹴 しようとする。生活
実態の理解に浅い読書人の多 くに共通するところの,す べて問題の解答を印
刷物のなかにのみ求めよ うとする傾向一 それを仮 りに 「活字崇拝」 と名付
けよ う,一 この傾向は,程度のちがいはあるにせ よ,ゴーリキイの主人公の
ゴーリキイの初期創作における語 り手の形象について (61)
性格の一側面 として特徴づけ られている。 「活字崇拝」は主人公の外面的特
徴の描写にも示 されている。背が高 く,痩せて,す こし動作の鈍いこの青年
な り
は,「服装は兵 隊だが,面 付は学生」(『コノヴ ァー ロフ』)で あ り,彼 の背 に
かか る雑嚢には,世 帯道具 と並 んで幾冊 かの本 が入 っている(『エ メ リヤ ソ・
ピ リャーイ』,『塩の上で』,『二 人の浮浪人』)。しか も時 には,周 囲の人 々か
ら彼 を きわ立 たせ,初 対 面の人の眼には 「なにか重 み と威 厳」 を与 える もの
として映 るところの,眼 鏡 とい う読書 人の悲 しい附属品 さえ,マ クシムの特
(3)
徴 として示 され ている(『エ メ リヤ ソ ・ピ リャーイ』)。「活字崇拝」の傾 向は,
個 々の問題 に対す るマ クシムの判 断の仕方に も顕著に あ らわれてい る。同行
者 たち との論争 において,多 くの場合,語 り手は正当かつ健全な見解 を表 明
している。 しか しこの見解は,正 当ではあ るにちが いないのだが,露 骨に直
線的 な書物的形 式を まとい,難 解 な用語 と博 識をひけ らかす勿体ぶ った言い
廻 しに よって武装 され る。 例 えぽ,『 コノヴ ァー ロフ』 の初版において,マ
クシムの啓蒙 的話 しぶ りは こ うであ る。 「私は熱を こめて彼 の生活を彼 の前
　 　 　 　
に描写 してみせ,彼 が こ うであ るのは彼 の罪では な く,彼 は,フ ァク トとし
の 　 の 　 　 　 　
て,ま った く論理的帰結であ り,遠い過去か らの長い一連の前提に よって完
(4)
全に正 しく基礎づけ られたとい うことを立証 しようとした」(傍点筆者)
マ クシムの道つれの多 くが彼に親 しさを,愛 情を,時 には敬意さえ抱 きな
が ら,彼の見解を敵視 し,彼 を嘲笑する主な理由の一つは,マ クシムの知恵
や博識が 「活字崇拝」によって支え られていて,現 実生活の諸矛盾を正 しく
(3)青年 時 代 の ゴー リキ イ も眼 鏡 をか け て い た よ うで あ る。 彼 の風 貌 に つ い て は,
カザ ソ警 察 署 長 の 依 頼 を 受 け て チ フ リス憲 兵 隊 本 部 が 作 成 した1892年5月11日
付 の調 書 に こ う記 され て い る。 「… …ペ シ コフは 数 え年24才,非 常 に 背 が た か く,
発 達 した 人 間 で,き わ め て 美 しい筆 蹟 を 有 し,眼 鏡 を か け,髪 は 長 い」(《PeBOπro-
uHoHHbltinyTbropbKoro》,noMaTeptfanatsf煮enapTaMeHTanonHrlHH'rHXJL
M-n・1933,C・29)しか しマ ク シ ムは 作 家 の 自画 像 で は な い 。 彼 の眼 鏡 に つ い て
は,エ メ リヤ ン ・ピ リヤ ー イが 「四 つ 目のお ば け 」 と言 って い る よ うに,語 り手
の読 書 人 的 性 格 を表 現 して い る と見 るべ きで あ ろ う。 こ の性 格 の 一 般 的 特 性 に つ
い て は59頁の 引 用 文 を参 照 の こ と。
④ 《HoBoecnoBo》.roALKH・6.1897,MapT・c・15,
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解明する人間(生 きた生活)の 英知に到達 していない ことを本能的に嗅ぎ分
けていることによる。
『わた しの道つれ』において,マ クシムは博学な賢者たちの教えを実行 し
ようとする人間として登場する。人間はすべて 不幸によって結ばれた兄
弟であ り,み んなが善なる生活を渇望 していて,そ して一人ひ とりが自分の
力のすべてを捧げて,隣 人の苦 しみを取 り除 くべ く努めなけれぽならぬ
マクシムの愛読する書物はそ う教えていた。 しか し,こ の教義の生活におけ
る実践の第一歩を踏み出すが早いか,あ る種の人 々にとってはそのようなモ
ラルが自分の寄生虫的生活の正当化の手段 となっていることを,マ クシムは
知った。人間のなかには一般的幸福の敵 も存在する・ この事実を生活は,
マクシムを公爵の末喬 と衝突 させることによって教えた。語 り手はこう語る
「私はず りと働いてきたが,彼 はたえず何か と口実をつけて仕事をこと
わ り,ただ 食って,寝 て,私 だけを仕事に 追いたてた……私 が 仕事を終え
て,疲 れて帰って くると,ど こかの涼 しい 日蔭で私の帰 りを待ち受けていた
彼は,い かに も貧慾そ うな眼でじろじろと私を見 るのだった!だ が,そ れ
にもまして悲 しく腹だた しかったのは,私 が働いていると言って,彼 が私を
小馬鹿にすることであった」(1,423)苦しい体験を通 じて,マ クシムは,
シャクロが彼の生涯の 「道つれ」であること,す なわち,勤 労す る人間が 自
分の労働の結晶を,他 人の横領 と掠奪にまか して甘ん じているとい う状況そ
のものに よる不可避的な所産であることを理解す る。シャクロのごとき存在
と,そ の 「動物的エゴイズム」,「詐欺師の哲学」は,生 活が人 々に強制する
苛酷な状況によってばか りでな く,マ クシムのよ うな誠実な人 々の善意に よ
っても生存の基盤を保証 される現象なのである。シャクロはその寄生虫的生
活をみずか らの意思によっては,決 して変えよ うとは しない,痛 烈な反撃に
よって彼が叩き伏せ られないかぎ り。一見,環 境の創 り出す諸悪の犠牲 とも
見える人 々のなかにも寄生虫が,掠 奪者が,搾 取者が存在するのだ。か くて
彼は身近に存在す る敵を認識する。後年,ゴ ーリキイは,シ ャクロの形象の
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普遍的意義 を 特徴 づけて,次 の よ うに書 いた。 「《公爵 シャクロ》 は 私
の,あ なたの,わ れわれの道つ れです 。私は彼 の イデオ ローグではな く,敵
(5)
なのです」自分の手近な敵 の 所在の確認は,マ クシムを,「全人類」の名に
よって勤労人民の敵に対 して も等 しく寛容であれ と説 く博愛主義的 ヒューマ
(6)
ニズムを拒否 して,敵 に対 して徹底的な,非 妥協的な闘争を押 し進める戦闘
的 ヒ ューマニズ ムの道へ,「賢明な」「人 々」 の書物か ら借 り集 めて構成 され
た 「知恵」を乗 り超えて,「生活の知恵ゴの真髄 を 見究める道へ進出させ る
のであ る。
しか し,
で もな く,
この ことは読書の一般的意義を否定 しているのでも低めているの
ゴーリキイは,全 人類史的遺産 としての人間の理性発達の記録で
あるところの書物のなかに刻みこまれた英知が,生 活によって 日毎に,間 断
な く,新たに創 り出されている諸現象 の 広汎に して正確 な 把握の上に初め
て,そ の本来の,無 限の力を発揮す ることを主張するのである。語 り手 と同
じように,彼 の先行者の一連の世代 もまた 「限 りな く明るい未来」を求め,
その実現のために闘いつづけてきた。 しか し解放の理念は,現 実の諸要求を
充分に汲み取 りえず,現 実のなかにそれを支える基盤を見出す ことな く,敗
北 に終 った,デ カプ リス トや ナ ロー ドニキの運動 においてそ うで あった よ う
(5)Xくyp・《MonoAafirBap双HH》.1938,J噛6,vaK)Hb,c・55・
(6)20世紀初頭 の ロシヤお よび ヨー ロ ッパの批評 界には,ゴ ー リキイを ニーチ ェ流
の 「力 の讃 美者」 と見 る傾 向 と並 んで,福 音書 的 ヒューマ ニス トと 見 る傾 向が あ
った。例 えば,イ ヴァ ン ・ス トラ ンニ ク(A.M.AHMqKOBaの筆名)は,シ ヤ ク
ロを 「聖 な る野 獣」,マクシムを キ リス ト教 的 「使 徒」 と規定 して,次 の よ うに述
べ てい る。 「も う一 人 の浮浪人 ,疑 いな く ゴー リキイ そ の人 を思わせ るところの
人物 は,小 説 の一 つに おいて,隣 人愛 の最 も高度 な段階 に まで到達す る。 あ る港
湾 で彼 は運命 に よって こ こへ投 げ棄 て られ た不幸 な存在 を見 出 した。 それ は労働
す るには あま りに怠惰 で,嫌 らしい事件 のために 彼が追 い出 された 裕福 な父親 の
もとへ帰 る道 を発見 す るためには あ ま りに愚鈍 な人間 であ る。 彼 は 自分 に同情 を
惹 きつけ はせず,彼 のなか には 彼 のた めに同情 した り哀れ を催 させ た りしうる何
もの もない。 しか しゴー リキイは,た だ彼 に気 に入 ってい るとい う理 由だけで,
この男 のために粉 骨す る …… この奇妙 な物語 にお いて彼 は,あ たか も人類愛 の使
徒 もし くは殉教者 を,わ れ われ に 思 い 起 させ る」(HBaHCTpaHHHK,MaKCHM
ropbKH薩,KpHTHKo-6HorpaΦHqecKH荷gTK)A,nepeBoAcΦpaHuy3KoroH,
BacnHa,1903,c.37-38)
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に。だか らゴー リキイは,過 去の轍を踏襲す ることな く,一一方的に理念を現
実に対置す ることな く,理念と現実の融和の接点を探 りつづけ,理 性的な も
の と生活における自然成長的な ものの合致を追求 したのである。ゴーリキイ
は書いている。 「人民の自然成長性か らのイ ソテ リゲソツ イヤー 理性的本
源 としての一 の精神的孤立の不安な感覚は,一 生涯,多 かれ少なかれ執拗
に私を追求 した。私の文学的労作の うちで,私 は一度な らず このテーマに触
れた。 『私の道つれ』その他の物語はこれに よって生れたのである。 この感
覚は次第に大破綻の予感に変 っていった(中 略)も しも意志 と理性 との分離
が個人の生活において苦 しい ドラマであるとするならぽ,一 人民の生活に
おいてこの分離は悲劇である」(XV,81)
『わた しの道つれ』における海の情景は,理 性的本源 と自然成長的本源の
葛藤を象徴す るもののようである。
「海は力強い動 きにみちた,広 大な生活を生 きていた」 「白いたてがみを
うち振 りなが ら,先頭の波が岸辺にその胸をどすんとぶ っつける,そ して岸
にはね返されて引きさが ると,彼 らの応援にかけつけてきた他の波 と出 くわ
す。泡 と飛沫のなかで しっか り抱き合って,彼 らはまた岸辺に うち寄せ,自
分の生活の場を押 しひろげようとする。水平線か ら岸辺 までの全海面にわた
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
って,こ れ らの しなやか な,力 強い波 が生れ,た が いにひ とつの 目的のため
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
に しっか りと結び合い,緊 密な集団となってたえず進んでいた」 「この水の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
集団の運動のなかでは,ど の一滴の水 も無意味に消え去 ることはなかった。
その集団は何かある意識的な目的に力づけ られていて,実 際にこうして一
その広大な,律 動的な打撃に よって,そ の目的 を 達 しているかの ようだっ
た。黙々たる岸辺に憤然とおどりかかってゆ く先頭の波の美 しい勇気は魅力
的だった。そ してそれ らの波につづいて,太 陽の光 りで虻の七彩にいうどら
れ,そ の美 と力の意識にみちた力強い海が,海 全体が静かに,仲 よく進んで
くるのを見るのは快か った」q,439.傍点筆者)
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この表象は ロマソチ ック伝説 と照応する。
ラギムの うた う 『鷹の歌』(1895)のなかには,み すぼ らしい現実 の 低さ
か ら理想の高みへ と飛翔せ よとい う呼びかけが 高鳴 り,「神 と予言者」の掟
に従って 「天国」へ至る道 よりも,自 由と幸福を自力で獲得するための闘い
の道を選ぶ 「雄 々しきものの狂気」が讃え られ る。この歌のなかに,語 り手
は自分の探求の回答を見 ようとする。 ラギ ムの歌 と,鷹 の勇気への讃歌
を唱和す る海 とは,語 り手の魂を詩的和音でみた し,紺碧の空にかか る星の
織物は 「魂を魅するような,あ る啓示に対する甘美な期待で頭をか き乱す よ
うな」(1,485),荘厳な歌声 として 彼に感得される。 鷹の偉業は,語 り手
のなかに,人 間の全能の信仰を,世 界に対する英雄的な態度の結果 として地
上のあらゆる謎を解 き明か し,それ 自身が星 となる人間の無限の可能性の信
頼を生み出す。 この作品の むすびの文章は その ように 読 まれるべ きであろ
う。
「すべての ものがまどろんでいる。だがそれは浅いまどろみ方で,す ぐ次
ぎの瞬間にはすべてのものがはっと目を覚 まして,得 もいえぬ甘美な楽の音
の整然たる調和の うちに響 きを発す るように見える。それ らの楽の音は世界
の神秘について物語 り,それ らは知恵に向かって解き明か し,そ のあとで幻
の火のように知恵をかき消すであろ う。そ して魂を高 く紺碧の深淵 と誘い去
るであろ う。そ こか らは,魂 を迎え入れるように,胸 がわ くわ くするような
綺羅星がやは りたえなる 啓示の音楽を もって 響き始めるだろ う……」(1,
486)
民衆の数世紀来の宿願をマクシムに語 るのはイゼルギ リである。 「彼女の
軌む ような声は,す べての忘れ られた 時代が,彼 女の胸のなかに 凝 りかた
まって思い出の亡霊 と化 し,不 平を こぼ しているかのよ うに 響いた」(1,
339)。語 り手はモルダヴィヤ人たちと一緒に,葡 萄畑が働いている。若 くて
力がある彼はなぜか,仲 間を避け,労 働のあ との気晴 らしに も加わ らない。
イゼルギ リは彼を,陰 気で,孤 独で,極 端に空想的で,し かも勤労す る人間
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に不信感を もっているとして非難する。彼女は彼に,人 々の相互の理解 と支
持に根 ざす,生 活に対する英雄的な態度の必要性 とい う思想を吹 きこむ。彼
女が語 るジプシー伝説は,力 ずよい 人間の二つの タイプを 明 らかにする,
一 鷲の息子 ラルラの伝説は孤独な力の讃美者,自我崇拝的個人主義者の悲
劇であ り,ダ ンコの伝説は勤労人民の希求,必 要,使 命の一体感に根ざす社
会的義務の理念,集 団主義の理念の讃美である。 ダンコの伝説は語 り手に,
世界についてのこれ までの観念 を 再検討 し,「永遠の」課題か ら 「現実の」
課題へ立ち向か うことを要求す る。そ して,ダ ソコについて話 しは じめる前
に,イ ゼルギ リが 「強い人や美 しい人が生活を逃れてどこかへか くれて しま
った」(1,358)と思い憂えたように,話 の終ったあとで,語 り手は,彼 の
時代の最 も悩 ましい諸問題に思いをはせるのである。 「私は彼女を眺めなが
ら考えた,一 まだどれほど多 くのお伽話や思い出が彼女の記憶のなかに残
っていることだろ う?と 。そ して,ダ ンコの偉大な燃える心臓と,こ れほ
ど多 くの美しい,力 強い伝説を創 った人間の創造力を,英 雄たちと巨大な事
　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 コ 　 　 　 つ コ 　 　 　 の の 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 り
件がそ こに存在 した古い時代を,そ してすべてに冷淡な嘲笑を向ける冷たい
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ 　 　 　 　 　 　 り 　
不信に満ちみちた悲 しい時代一 死せ る心臓をもって生 まれてきた虚弱な人
　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　　　
々の,哀 れむべ き時代を思 うのであった……」(傍点筆者)
引用 した語 り手 の述懐 の うち,イ ゼルギ リの後向 きの哀惜 にぴた りと照応
す る傍点の個所 は,ず っと後にな って 作者 に よって 削 除 され た。 この削除
は,ゴ ー リキイが語 り手 とモル ダヴ ィヤ人 の相互関係を新たに意味 づけ,作
家 自身が現実の諸関係の矛盾を解 決す る基本 的な力 の存在 を確認 した結 果,
語 り手 を社会的不信や過 度な空想 癖か ら解放 した ことに よる。
そ の当初におい て濃厚であ った 「活 字崇拝」 と孤立的気分 を克服 しつつ,
語 り手 は集 団主義 と抽象的 ヒ ューマニズムを峻別 し,社 会 と集 団 とを混 同せ
ず に見定 め る。不慮の災 難で息子を失 って,悲 しみ に打 ちのめ された女(『コ
(7)M.ropbKH弥OqeprくtlIIpaccKa3bLT.2.Cn6.,1898、c.321～322,
ゴーリキイの初期創作における語 り手の形象について (67)
一 リュシャ』,1895),生活 に痛 めつけ られ,恋 人に捨 て られ て絶望に悶 える
ナ ター シャ(『あ る秋の こと』,1895),自分の妻 に 残酷 な制裁 を加 える百姓
(『決着』,1895)との出合 い,亡 くなった婦人革命家 の 供養 のために国 じゅ
うを徒歩 で遍歴す る老人たち との対話(『 こが 一 らな女!… …』,1895)
こ うしたすぺ ては,既 存の社会体制 と生活 の人間に対す る関 係のきび しさを
一層深 く,語 り手 に意識 させ る。
民衆が耐え忍んでい る状 況 の重苦 しさを深 く知れば知 るほ どに,ま す ます
強 く語 り手 は,そ れ で もやは り人間的であ りうる人 々の底知れぬ強 さに鷲嘆
させ られ るのであ る。彼は人 々への不信か ら次第 に解放 され る。
あたか も,語 り手 の 数年 にわた る 探 求に対す る,最 終的 なそれでは ない
が,一 応の総計 を行 な うか の よ うに,ゴ ー リキ イは,記 録小説 『コノ ヴ ァー
ロフ』(1897)において,以 前 の 諸作 品におけ るよ りもは るかに詳細に,語
り手 について取 り上げてい る。 ここでは語 り手 の形 象は,断 面 では な く形成
過程において示 され,彼 と コノヴ ァー ロフの相互関係 を通 じて明 らかに され
る。
マ クシムと コノヴ ァー ロフの 出会 いは,マ クシムが18才であって,パ ソ焼 き
の見習 と して働 いていた ときだ った。彼 は旺盛 な知識欲に燃 える多読 家であ
り,生 活 に独 自な,強 い関心 を抱 いてい る。彼 には感傷は縁が な く,人 々の
もつ 自己卑下や 自虐 の嗜好が理解 できない。彼 は繊 細な心を もっていて,女
性 に対す るコノヴ ァー ロフの人間的な態 度に 浮浪人に共通す る虚無的 な
そ れではな く,幼 児 の よ うな態度に感動 し,コ ノヴ ァー ロフが発揮す る労 働
の芸術 的技禰 と労働 のなかに喜悦を見出す能力 に尊敬の念を抱 く,な ぜな ら
マ クシム自身が労働す る ことに喜悦を見 出す人間だか ら。
語 り手 は生活 の諸現象につい てさまざ まに思 いをめ ぐらし,社 会的諸 問題
に関心 を抱 き,す べ てを 自分で会得 して人 々に説 明 したい と念願 してい る。
彼 の崇高 な企図は,そ の表現のために説得 的な言葉を見 出す ところまでは,
まで充 分に成熟 していない・ しか し,そ れ は疑 いな く革命的な見解であ る。
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情熱 を こめて彼 は コノヴ ァー ロフに彼 の生活 の本 質を説 明す る,し か し相手
は彼 の言葉 を信 じない◎そ こで マ クシムは,コ ノヴ ァー ロフに読み書 きを教
え,「自分がその頃 知 っていたすべてを 彼 に 伝 え よ う」(墨,33)と 決心す
る。彼 は,ど んな ことを してで も,コ ノヴ ァー ロフを 「自分 の信 念」 に向 き
変 え させ よ うと望む。 この決心 は しか し実現 されず に終った。 パ ソ焼 きの名
人は,あ る夜泥酔 したあげ く,マ クシムの もとに多 くの謎 を残 した まま,忽
然 と町か ら姿を消 した。
数年 を経て,ロ シヤ遍歴 の道 にあ るマ クシムは,と あ る護岸工事 の人足 た
ちのあいだに,か つ ての友人を見出す 。ふたたびめ ぐり会 った コノヴ ァー ロ
フは,マ クシムの心 には もはや,無 意味に滅 んでゆ く人間 の魂に対す る哀惜
以外に,何 ものを もよび起 しは しない。彼 に とって コノヴ ァー ロフは 「ぶす
ぶすいぶ りなが ら灰 になろ うとす る炭」の よ うに思 え る。マ クシムは彼 の な
かに,敏 感な心 と叛逆的な魂 を もって生れ る とい う不幸 を担わ され た数知れ
ぬ ロシヤの人 々の代表者 を見 るのであ る。生活 は彼を 以前 に住みついていた
所か ら引 き剥が し,そ の旋風のなかに捲 きこむ 。 だが彼 の理性 は 盲 いてい
る。だか らコノヴ ァー ロフは,自 分の魂 の力 を無益に浪費 しなが ら,目 的 も
な く地上を さまよ うのである。生活に よって 導 き 出 され た 枠 には入 りきら
ず,他 の生活 を探 してはそれ に適合 しよ うと試み るのだが,結 局,彼 は 「何
処に行 って も,人 間のい るところはあ りゃしね え」(■,53)と 嘆息す る。
コノヴ ァー ロフの生涯 は,監 獄 での維死 に よって幕が閉 じられ る。
コノヴ ァー ロフの 自殺は語 り手に数 々の解 きあかすべ き謎 を与 えた。 コノ
ヴ ァー ロフは一面 では,「永遠の 自由を憧憬」す る典型的 な 浮浪 人であ る。
しか し他面 では,労 働を愛 し,教 養 のある人間を尊敬 し,女 性 にいたわ りの
態度を示すや さ しい心 の持主 であ り,正 義 に対す る情熱を潜め ていて,農 民
叛乱の指導者 ラージ ソに共 鳴す る力強 い個性 で もあ る。彼 の心 の うちには,
世 の中の不合理 と個性 の圧迫に対す る反抗 が,本 能 的にではあ るが,か すか
に 目覚 めてい る。彼は地上 に 「今 とちが った秩 序」 が必 要だ とい うことも,
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漠然となが ら,意 識 していた。 しか しコノヴァーロフ嫡 「秩序」を創造す る
力を信 じない。いや,む しろ,自 分のよ うな存在をこの世か ら絶滅す るため
に 「秩序」が必要だと考えるのである。既存体制の圧力の もとで,自 分が生
来的に所有 していたはずの人間的魅力を削 り取 られなが ら,彼 は,す べての
不幸を彼 自身の罪によるもの と考え,底 知れぬ 「自己不信」に落ち入 ってゆ
く。人間が労働の主人ではなくて奴隷であるな らぽ,彼 が所有する大 きな労
働能力 も技禰 も彼にはその価値が認識できないのである。 こうして,マ クシ
ムの前に,コ ノヴァーロフの死は人間の尊厳と労働の意義についての課題を
残す。
その生命の法則に 目をふさいですべての不幸を,災 厄を甘受する運命に従
順な無抵抗主義 と同 じように,す べてを環境 と境遇の責任に転化す るペシ ミ
ズムもまた,自 分と他の人 々の魂を滅ぼ してゆ く。愚痴 と不平と泣言で世界
を汚す存在 もまた,人 間性の敵 として厳 しく排除 しなければな らない。語 り
手は,必 要な時には,苦 痛を耐え,沈 黙を守るべきことを知 る。小品 『初め
て私はこの婦人を見た……』(1897)は語 り手の行程における重要 な 段階を
示す ものである。
ゴーリキイの 遺稿のなかか ら発見されて,1946年になってか ら 『文学新
聞』に初めて発表されたこの作品は,形 式か らいえぽ邦文に して400字詰原
稿用紙10枚足 らずの掌篇にす ぎないが,初 期創作の語 り手の女性観を示す も
のとして もきわめて興味深い内容を含んでいる。
海の描写は,す でに見てきたように,ゴ ー リキイの最 も好む人間の行動 と
心理の背景であるが,こ の作品でも海 とい う壮大な背景の上に,ヒ ロイ ソの
姿が浮かびあがる。作者は,わ ずかな,抑 制 された言葉で,ロ シヤ女性のす
ぼ らしい形象を微妙に,的 確に描き出している。作者はあたか も海辺の灰色
の巨厳のあいだに,大 理石を彫って女人像を塑像 しているようである。それ
は古代ギ リシヤの古典的彫刻を思い出させ る。語 り手 自身 もこのことを意識
しつつ,ヒ ロイソとの邊遁を物語っているよ うである。棺のあとを行 く彼女
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を彼は初めて見る。 「黒い雲のような喪章のプラ トークが均整のとれた,背
の高い彼女の頭か ら背中へと垂れ さが り,美 しい線を描 く唇は きゅっと閉ざ
されていた。彼女の一 大理石のような一 顔には黒い瞳が乾いたように燃
えていた,彼 女の全体が誇 らかな苦痛 の 化身のように私には思えた」(匿,
322)
語 り手は海辺で彼女にふたたび出会 う。海の彼方を眺めなが ら,厳のあい
だに 「彫像の ように,微 動 もせず」彼女が坐っている。作者は ヒロイソの容
姿を 「背の高い」,「均整のとれた」,「しなやかな」,「力強い」 と形容 し,彼
女の眼に特別 の 注意 を 向けている。 「誇 らかな」,「悲 しげに黒い」彼女の
眼はほ とんど常に荘漠たる海に向け られ,そ の視線のなかには深い思考,大
いなる期待と希望が 輝やいている。 彼女の視線 が 向け られている 「海の彼
方」には,陽 気な,勇 敢な,新 しい波が生れて,岸 に泳ぎ寄っては灰色の厳
に歓声と歌声とをあげて,勢 いよ くぶつか る。ここか らヒロイ ンの内面の叙
述へと移行す る。彼女は この人生のなかで 「灰色の厳」に立ち向か う人間を
求めている。彼女は期待 し,幻滅 し,ふ たたび期待する。幻滅は過去の世代
に,期 待は新 しい世代に一 過去の無力感,エ ゴイズム,個 人的苦痛の誇張
癖に囚われず,苦 痛に抵抗 し苦痛を乗 り超えようとする人 々に向け られ る。
人間は,彼 女の見解によれぽ,雄 々しい闘士でなけれぽな らぬ,周 囲の人 々
の精神的健康を配慮 し,自分の個人的苦痛を耐えて共通の幸福の追求へ と向
かわなけれぽな らない。 彼女は語る一 「《人間を尊敬するものは,自 分の
ことは口に出してはいけ ません。わた したちの個人的な災厄の重苦 しい形で
人 々を中毒 させ るよ うな悪質 な 権利を,誰 がわた したちに 与えたで しよう
か?古 代には,死 に瀕 した負傷者は,自 分の坤き声で敵に意地の悪い喜び
を与えまい として,誇 らかに沈黙 を 守った ものです……だのに わたしたち
は,歯 が痛むときでさえ,哀 れっぽい叫び声で全世界をつんぽに して しまい
そ うです。わた したちにはおおらかな沈黙は無縁なので しようか……わた し
の悲哀は,多 分一 わた しの死に至 る病いなのか も知れ ません……しか し,
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人 々は しぼ しば貧慾 と不節制の ために病気 にな り,死 んでゆ くのです ……わ
た しはあの人たちを気 の毒 とは思 い ませ ん》 しぼ らく沈黙 して,彼 女 は 低
い,し か し耳を傾 けず には い られ ない声 で言った。 《人 々が もっと誇 り高 い
ものであ ってほ しいですわ…… もしもわ た くし が 魔法使 だ ったな ら,生 ま
れて くる子供 のみ んなに,お お らかな 沈黙をつけ加えてや ったで しよ う》」
(1,324)
この考 えは語 り手 に とって も貴重 であ り,親 近 であ る。彼 もまた 「自分の
心 のなか で少 なか らぬ人 々を葬 った」。 彼は孤独 の苦 しみを体験 し,そ れが
時には 「早魅が大地を衰 弱 させ るよ うに,心 を衰 弱 させ る」(1,323)こと
を知 っている。そ して彼は,そ れが どんなに些 細な ことであって も不幸に見
舞われ た人に無関心 ではあ りえず,た だ ちに助けに馳せつ けた。その結果,
地上 には彼 と同 じよ うな希求 を抱 く人が い ることを 知 り,彼 は心 の うちに
「燃 える よ うな創造的 な光」を感 じたので ある。
『コノ ヴァーロフ」 と 『初めて私は この婦人を見た……』に始 まって,語
り手は生活のなかにある明るい要素を ますます多 く発見 し,大 きな社会的性
格を もつ諸問題に深 く取組んでゆ く。
短編 『オルPフ 夫婦』(1897)において,語 り手は 自身 の 見解を述べるだ
けでな く,短編の構成が物語るように,こ の見解を客観化 している。マクシ
ムが作中に直接姿を現わすのは結末の部分だけであって,彼 とグリーシカ ・
オル ロフの対話によって,こ の物語の総括がなされる。オルロフ夫婦の悲劇
の原因を把握す ることに よって,語 り手は,階 級社会の諸 々の背徳の根本的
原因の認識 人間の生命力の本質であるところの労働が この社会において
いかに本来の意義を失いつつあるか とい う認識に到達する。人間が自分の労
働の無意義 とい う考えに捕え られているとい う結論を前に,マ クシムは悲痛
な気持をもって立ち止 まる。だが,人 々が 自分のためにではな く,。ひ と握 り
の寄食者 と搾取者のために働き,労 働が社会的事業ではな くて個人的事業 で
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あるかぎり,ほかの結論はあ り得ない。彼の見解によれば,生 活の全体制が
人間を野獣に変え,私 慾なき人間愛に富む若者を浮浪者に,飲 んだ くれ,人
間嫌いに変えてしまうのだ。 か くて,「私がオルロフと一緒に坐っていた酒
場の重い扉は,ひ っき りなしに開け られ,そ の都度,淫 蕩な軌音をたてた。
そ して酒場の内部は,貧 しい ロシヤの人々を,落 着きのない人々を,ゆ っ く
りと,だ が避けがた く,次か ら次へ と呑み込む,大 きな口腔を思わせるので
あった……」(V,176)とい う語 り手のむすびの言葉は,オ ルnフ の運命に
普遍的な,一 般的な意味を与えて,戦 標的に迫って くるのである。
下層社会が 自分の潜在力に出口を与える道を発見できずに苦悶 していると
すれば,上 層社会 は 内部分裂を惹 き起 しつつ,自 分 が 創 り出 した腐敗菌に
中毒 していた。そ してこの階層 が 本質的 に 所有する寄生虫的掠奪老的性格
は,そ の末端の代表者たる地方 の 郡長や商人ママエフを通 じて(『キ リール
カ』1899),あるいはこの階級 の 脱落者プロム トフを通 じて(「ペテ ソ師』,
1899),語り手に よって鋭 く摘発 された。 上層社会はすでに 自分の力で自己
の階級の腐敗を浄化する力を喪失 していた。
語 り手の階級的連帯の意識の形成を示す ものは 『二十六人 と 一人 の 女』
(1899)である。奴隷的労働に耐え,25人の他のパ ン焼 き職人たちとともに懲
役に等 しい生活 をす ごし,「主人たち」への 憎悪において 仲間 と心を一つに
しなが ら,彼は 自分のなかに,働 くものの幸福な未来を確信する叙事詩を う
たい上げる力を発見する。 ここでは妥協の 余地のない ものとして,「主人た
ち」の搾取に対す る労働者の集団的抗議の胎動が意味づけ られている。
26人の 「囚人たち」のその後の運命については明 らかでないが,そ の一人
である語 り手の姿は 『盲人の歌』(1901)において 見ることができる。 町は
ずれを散策 していた彼は,居 酒屋に立ち寄 って,そ の静けさをいぶか る。人
々が何か重大な問題について話 していた。
く に
「《それ で,つ ま り,わ しらの故郷 じゃ白楊 の木 が,あ んた らの とこと違
く に
って,聖 像 のお供え の蝋燭みたいに まっす ぐだが な……わ しらの故郷 じゃ何
!
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もか も別で,何 もか もや さ しそ うでな……ただ貧乏だけは ここと同 じだ よ》
く にニ
《貧乏 は どこで も同 じさね ……》」「《どこへ行 って も,故 郷 さい ると同 じで,
人間に とっちゃ良い ことはね え……》 《貧乏人 に とっち ゃ パ ソのあ ると
こが故郷 だわ な……》」(V,315～316)19世紀 の 末に おいて急速 に農村に
浸透 してい った新 しい経済関係は,以 前 で さえ も恒常的 な飢餓 に さ らされ て
いた貧 農層 の生活基盤 を破壊 し,農 民 を農村か ら都会へ と追い立 てる。 しか
し,都 会 で彼 らを待 ってい るのは,都 会 の片隅に しみの よ うにへば りつ く貧
民街 の絶望ばか りであ る。
この短編 のなかで,民 衆 の苦悩につい て一 人の女が語 ってい る。彼 女を苦
しめ るのは生れ故郷へ寄せ る憂愁であ り,そ れ以上 に 生活に よって壁 に
押 しつけ られた人間の悲哀で ある。だか ら彼 女は,故 郷 の白楊 に思 いを馳せ
なが ら,盲 人 について の歌を,光 と労働 の可能性を奪われ た人 々の歌 を うた
うのだ,太 陽 を見 る ことので きない者は喜 びを見 る ことがで きない,と 。語
り手 は次 の よ うに述べ てい る。「私 のなかに この歌 は奇妙 な,大 きな,怖 ろ し
い感情 を よび覚 ました。私 にはすべ ての人が哀れであ った 盲人 も,目 あ
きも,自 分 自身 も 私 の生活 のなかに私が見て来た ことのすべて故に。同
じよ うに何かについて歌 いたか った,そ して,大 地か ら遠 ざか ってゆ く太 陽
の深紅 の輝や きを天 上に眺 めなが ら,私 は不安 にか られ て思 うのだ った・
また昇 るだ ろ うか?と ……そ して更に,別 の,や は り奇妙 な考えが頭 に浮
か んだ。 この耐えが た く悲 しい歌声が私 の体 のなか で標 える よ うに思 え,そ
して私には,ま るで まわ りのすべ てを捕 えつ くし,居 酒屋 にいるすべ ての人
々の涕泣 の よ うに響 くこの歌 のほかに,な んの音 も聞えなか った」(V,320)
この よ うに,語 り手 はすべ ての人 々の運 命に対す る責任 を意識す る。盲 人
についての歌を聞 きなが ら,彼 は 「大 きな,怖 ろ しい感情」 を体験 し,自 分
の前 に彼 が見て きたすべ ての,「闇に捕 え られ た」すべ ての人 々 の 記憶を蘇
え らせ る。広大な 官シヤの地で は,同 一種 の樹木 さえ北 と南,東 と西では形
が ちが うのに,貧 困は到 る ところに同一で ある。人 々は この国の端か ら端 へ
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と駈けめ ぐって,光 明を,労 働 の場を求 めてい る。太陽は彼 らの上に昇 るだ
ろ うか?故 郷 を失 った貧 しい女が,そ の美 しさを讃 えるウクライナの白楊
の よ うに,「 まっす ぐに,誇 らしげに……空へ 向か って」彼 らは 起 ち上 るだ
ろ うか?人 々がか くも渇望 す る昇 る太陽へ 向か う道は,ど こにあ るのか?
「教 え よ!」 と,読 者 は 語 り手 に要求す る(『読者』1899年発表)。 「話 して
くれ!」 と人 々が期待す る。 これ らの要求 と期 待に語 り手 は何を もって答 え
るこ とがで きるのか?彼 は答 を持 っているのだ ろ うか?こ の短編 は次 の
言葉 で終 る。 「私 は どん どん遠 くへ歩 いて行 った。私 の前 方には夕焼 け
が消えか けていた。そ して,私 の胸のなか に,う つ ろな こだ まが鳴 りつ づい
てい る。
ひとみは盲い,心 も盲い……
たあ一すけたあ一まえ,信 ずる者を……」(V,321)
『盲人の歌』 の語 り手 の長い,苦 悩 に満 ちた生活探 求の結実 と して人 々の
前 に与 え る回答が,自 分の幸福の獲得 のために決定的闘争へ と人 々に呼 びか
け,勤 労す る人 々のすでに始 まった未来 の形 象であ る 「人 間の壮大 な姿」で
あ る。叙事詩 『人間』(1904)の主人公 一一 「誇 り高 く自由な」「悲劇的 に美
しい人間」 は,語 り手 の理想 であ るぼか りで な く,語 り手 がその理想 のなか
に溶け こみ,多 くの,不 正 と闘 う 「反逆 の」人 々に よって集大成 され るとこ
(8)
ろの集団的な,大 文字で書かれる人間である。 この総括を導き出すため
に,語 り手はどれほ どの幻想を打 ち砕かれ,ど れほ どの苦悩,幻 滅,試 行錯
誤を体験 しなけれぽな らなか ったことか!
『人間』の発端における語 り手の述懐は深い意味が こめ られている。語 り
手は,工 場 プロレタリアー トとは異なる複雑な道を通 って,革 命の道に到達
した。彼の前には 「永遠 の自由を憧憬する」浮浪人の道 も,資本主義の機構
のなかの有能な歯車の道 も,現実に背を向けて 「永遠の課題」に取組む流行
(8)拙稿 「叙事詩 「人間」 につい て」参照,「小樽商科大学創立五十周年記念論文
集」所収。
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作 家 の道 も開かれ ていた。 しか し,人 間の尊厳 を信 じ,人 間の労 働の価値 を
認 識す る彼は,人 間 を崎型化 し,労 働の価値を低 める現実に妥協 し,あ るい
は 目をそむけ ることはで きなか った。か くして,語 り手 は,人 間 の尊厳を取
り戻 し,労 働の価値 を正 し く位置づ けるために既存体制 を打破 し,改 造 しよ
うと起 ち上 りつつあ った プ ロレタ リアー トの闘いの道 に合流す る。
語 り手 の道は ゴー リキイ自身 の道で もあ る。後にな って,ゴ ー リキイは,
人間 と労 働の関係 につ いて こ う述べ ている。
イデア
「私にとっては,人 間のほかに観念は存在 しない。私に とっては,ま さに
人間 こそ,そ して人間だけがあ らゆる事物およびあ らゆる観念の創造者であ
り,人間 こそ奇蹟をおこな う者,そ して未来におけるすべての自然力の支配
者なのである。われわれの全世界における最 もすぼ らしい ものは,労 働に よ
って,聡 明な人間の手に よって作 られた ものであ り,すべてのわれわれの思
想,す べての観念は労働の過程か ら発生する」 「もし 《神聖なもの》につい
て述べ る必要があるとするな らば,自 分自身にたいす る人間の不満 と,彼 が
現在あるよりは良いものになろ うとす る希求のみが神聖である。人間 自身に
よってつ くり出されたあ らゆる現世のが らくたにたいす る彼の嫌悪が神聖な
のである。地上か ら嫉妬,貧 慾,犯 罪,疾 病,戦 争,そ して人間のあいだの
あ らゆ る敵意を絶滅 したいとい う人間の欲求が神聖であ り,人間の労働が神
くの
聖なのである」一 正に,ゴ ー リキイ文学の心髄を語る言葉である。
× ×
ゴーリキイめ初期創作における語 り手の形象は,以 上見てきた ように,労
働によって生きる人民が自己のなかに,生 活刷新の歴史的使命を認識 し,こ
の課題を解決する道を探求 してゆ く過程を示す芸術的形象である。 自己認識
の過程は,生 活現実における自己の状態 の 解明 を 通 じて発展 し,自 己認識
(9)除村 吉太郎他 編 「ゴー リキイの文学論 』61～62頁。
(76) 人 交 研 究 第三十二輯
は,既 存の社会体制 の諸矛盾の正確な把握において,搾 取社会に根をはる諸
々の先入見か らの自己の意識の解放において確立 される。既存社会のすべて
の階級,す べての階層 に 対する自己の関係 を 規定 しつつ,語 り手は,自 分
を,全 勤労人民の幸福をたたかい取 る闘士 として,大 文字で書 く人間の理念
の担い手 として意識す る。 この理念の現実化は,人 々か ら,生活の全面的改
造のための不挽不屈の闘いを要求す る。
語 り手の行程は,そ れ 自体としては作家の自伝的要素を濃厚に帯びた独 自
な行程であ りなが ら,しか し,それは同時に,勤 労人民の多 くに,な かんず
く民衆のなかか ら生い育 ってきた新 しい知性に共通する行程であ り,19世紀
の末か ら20世紀初頭,第 一次 ロシヤ革命前夜に至 る激動期を背景とする,ロ
シヤ人民の知性発達の典型なのである。
